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1.はじめに
Deep Convolutional Neural Network(DCNN) による

文字認識において，学習画像を生成し，学習サンプルの収
集コストを抑える手法 [1]が提案されている．この手法は，
単純背景下に文字がある場合を想定している．一方，イン
ターネット上の商品画像や広告等の背景は非常に複雑であ
り，従来の生成手法では文字認識が困難である．そこで本
研究では，文字の輪郭を強調した文字画像と背景合成によ
り生成した文字を学習に用いて認識精度の向上させる．
2.提案手法
提案手法は，広告等に出現する文字を想定した画像生成

を行う．文字の生成は輪郭の強調と複雑背景の合成の 2つ
の処理となる．以下に各処理を示す．
2.1.文字画像の生成と加工
広告に表われる様々なフォントに対応するため，22種類

のフォントと 3種類の単色の背景画像を組み合わせて多種
類の文字画像を生成する．文字画像の生成と加工の流れを
図 1に示す．生成した文字画像の長辺を取得し，矩形の一
辺が取得した長辺のサイズになるように余白を追加する．
次に，画像中の文字を強調をするために輪郭を追加する．
その際，輪郭の太さが異なる 2種類の画像を生成する．
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図 1 : 文字画像の生成と加工
2.2.背景画像の合成
生成した文字画像の単色背景を情景画像のような複雑背

景に置換し，背景を含む合成画像を生成する．ここでは，
図 2の示すように，単色背景の色を緑色とし，文字及び輪
郭は別の色とする．合成する背景はあらかじめ用意した広
告画像の一部をランダムに切り出した領域とする．
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図 2 : 背景画像の合成
2.3.DCNNによる学習及び認識
生成した画像を DCNN に入力し学習及び認識を行う．

DCNNは 3層の畳み込み層と 2層の全結合層による合計 5
層で構成されている．文字認識を行う場合，入力サイズは
32 × 32，認識対象はひらがな，カタカナ，アルファベット，
小学校教養漢字，数字，記号の 1,253クラスである．単語
認識を行う場合，入力サイズは 96 × 96，認識対象は，e
コマースで用いられている主要な単語の上位 241クラスで
ある．
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図 3 : DCNNによる学習及び認識

3.評価実験
文字及び単語認識における輪郭強調と複雑背景合成の有

効性を示すために，比較実験を行う．
3.1.文字画像に対する実験
本実験では，輪郭強調の有無および複雑背景の有無に

よる実画像に対する認識率を比較する．文字画像に対する
実験では，輪郭強調ありの生成画像 452,330枚，輪郭強調
なしの生成画像 181,683枚，背景画像合成ありの生成画像
9,195,126枚，背景画像合成なしの生成画像 452,330枚を
学習に用いる．評価には実画像を 277枚用いる．
文字画像に対する実験結果を表 1に示す．表 1より，輪

郭強調と複雑背景を合成したことにより，同処理をしてい
ない場合よりも top1認識率を約 14.0%向上させることが
できた．このことから輪郭の強調と複雑背景の合成は有効
である．

表 1 : 文字画像における精度の比較 [%]
輪郭　 背景 top1 top2 top3 top4 top5

なし なし 50.3 62.0 66.2 69.6 71.5
あり なし 62.7 72.5 75.8 77.5 78.7
あり あり 64.3 74.4 78.2 80.2 81.4

3.2.単語画像に対する実験
単語画像に対する実験では，輪郭強調ありの生成画像

63,657枚，輪郭強調なしの生成画像 21,406枚，背景画像
合成ありの生成画像 2,220,130枚，背景画像なしの生成画
像 63,657枚を学習に用いる．評価用には実画像 50枚を用
いる．
単語画像に対する実験結果を表 2に示す．表 2より，輪

郭強調と複雑背景を合成したことにより，同処理をしてい
ない場合よりも top1認識率を約 35.2%向上させることが
できた．このことから，単語画像においても輪郭強調と複
雑背景画像の合成は有効である．

表 2 : 単語画像における複雑背景の比較 [%]
輪郭 背景　 top1 top2 top3 top4 top5

なし なし 27.6 34.1 36.8 40.2 42.1
あり なし 48.0 56.0 58.8 60.7 61.9
あり あり 62.8 69.3 70.9 73.4 76.2

図 4に認識結果を示す．認識が失敗した画像の傾向は斜
体や文字のぼやけ等の学習されていない文字が多い．
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図 4 : 認識結果例

4.おわりに
文字及び単語画像に輪郭強調や複雑背景画像を合成する

画像生成方法を提案し，その有効性を示した．今後は，斜
体文字やぼやけ等の学習を行うことで更なる認識精度の向
上を検討する．
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